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このドキュメントでは、Cisco Crosswork Infrastructure 4.1.2パッチリリースに関する情報を提供
します。

概要

Cisco Crossworkインフラストラクチャは、マイクロサービスベースのプラットフォームであ
り、Crossworkオンプレミスアプリケーションの実行に必要な基盤となります。拡張性、ス
ケーラビリティ、高可用性を実現するクラスタアーキテクチャを採用しています。

以降、このドキュメントでは Cisco Crossworkインフラストラクチャを「Cisco Crosswork」と
呼びます。

（注）

インストール、設定、および管理の手順については、次のドキュメントを参照してください。

• Cisco Crosswork Infrastructureおよびアプリケーションインストールガイド [英語]

• Cisco Crosswork Infrastructureおよびアプリケーションアドミニストレーションガイド [英
語]

Cisco Crosswork 4.1.2パッチの機能強化
パッチファイル（.tar.gz）は、シスコソフトウェアダウンロードページから入手できます。

表 1 : Cisco Crosswork 4.1.2パッチの詳細

説明機能拡張S. No

デバイスの追加時または編集時に SNMPv3プロトコルのエンジ
ン IDを追加できるようになりました。SNMPv3エンジン IDは
UI（[接続の詳細（Connectivity Details）]）で入力できるほか、
APIを使用して入力することもできます（「Crosswork Device
Lifecycle Management (DLM) APIs」を参照）。

SNMPv3エンジン ID1
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/cloud-systems-management/crosswork-infrastructure/4-1/InstallGuide/b_cisco_crosswork_platform_4_1_and_applications_install_guide.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/cloud-systems-management/crosswork-infrastructure/4-1/AdminGuide/b_CiscoCrossworkAdminGuide_4_1.html
https://software.cisco.com/download/home/286320443
https://pubhub.cisco.com/app/project/preview/2685/new/#!crosswork-infrastructure-apis-4-1-release-apis-device-lifecycle-management-inventory-api
https://pubhub.cisco.com/app/project/preview/2685/new/#!crosswork-infrastructure-apis-4-1-release-apis-device-lifecycle-management-inventory-api


説明機能拡張S. No

デバイスの追加時または編集時にMDT設定を解除できるように
なりました。

このオプションを有効にすると、Cisco Crossworkからデバイス
への NSOを介したテレメトリ設定のプッシュがスキップされま
す。この設定はデフォルトでは無効な状態になっています

（CrossworkからデバイスにNSOを介してテレメトリ設定がプッ
シュされます）。この設定を切り替えるには、デバイスがADMIN
DOWN状態でなければなりません。設定を有効から無効に切り
替える前に、アウトオブバンドの設定のセットアップをクリアす

る必要があります。

[MDT設定の解除（Opt out MDT Config）]オプションは UI
（[Telemetry（テレメトリ）]セクション）から有効にできるほ
か、APIを使用して有効にすることもできます（NodeDataのデ
バイスルーティング情報の Opt out MDT Config。詳細は
「CrossworkDevice LifecycleManagement (DLM)APIs」を参照）。

MDT設定の解除2

このパッチの一部として Log4jバージョン 2.17が追加されまし
た。

Log4jバージョン
2.17

3

TLS交換でのサーバー証明書とCA証明書チェーンの提示が修正
されました。

サーバー証明書の修

正

4

パッチのインストールのワークフロー

ここでは、Cisco Crosswork UIからパッチファイルをインストールする方法について説明しま
す。

作業を開始する前に、次の用意ができていることを確認してください。

•シスコソフトウェアダウンロードページからローカルマシンにダウンロードしたパッチ
イメージファイル（.tar.gz）。

• Cisco Crosswork管理者ユーザーのログイン情報。

• Crosswork VMの展開に使用する管理 IPアドレス。

パッチのインストール中にエラーが発生した場合は、シスコカスタマーエクスペリエンスチー

ムにお問い合わせください。

（注）
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https://pubhub.cisco.com/app/project/preview/2685/new/#!crosswork-infrastructure-apis-4-1-release-apis-device-lifecycle-management-inventory-api
https://software.cisco.com/download/home/286320443


手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [Crossworkの管理（Crosswork Management）]をクリックし、[ア
プリケーション管理（ApplicationManagement）]タブを選択します。Crossworkプラットフォー
ムインフラストラクチャと追加されたアプリケーションは、ここにタイルとして表示されま

す。

ステップ 2 [ファイルの追加（.tar.gz）（Add File (.tar.gz)）]オプションをクリックして、ダウンロードし
たパッチファイルを追加します。

ステップ 3 [ファイルの追加（Add File）]ダイアログボックスで、該当する情報を入力し、[追加（Add）]
をクリックします。

ステップ 4 ファイルを追加すると、既存のアプリケーションタイル（この例では [ゼロタッチプロビジョ
ニング（Zero Touch Provisioning）]）にアップグレードプロンプトが表示されます。

アップグレードする場合は、アップグレードプロンプトをクリックすると、パッチファイルが

インストールされます。

ステップ 5 または、アプリケーションタイルの をクリックし、ドロップダウンリストから [アップグ
レード（Upgrade）]オプションを選択します。

[アップグレード（Upgrade）]ポップアップ画面で、アップグレードする新しいバージョンを
選択し、[アップグレード（Upgrade）]をクリックします。[ジョブ履歴（Job History）]をク
リックして、アップグレード操作の進行状況を確認します。
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パッチのインストールのワークフロー

このドキュメントは、 米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。

リンク情報につきましては、 日本語版掲載時点で、 英語版にアップデートがあり、 リンク先のページが移動 / 変更されている場合がありますことをご了承ください。

あくまでも参考和訳となりますので、 正式な内容については米国サイトのドキュメントを参照ください。
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